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発刊の辞

日本材料学会Ｘ線材料強度部門委員会では，1961年の委員会設立当初よりＸ線応力測定

法の確立とその応用に努力してまいりました．また，Ｘ線応力測定の原理を十分認識して

実際に測定を行うにあたり測定値の意味をよく理解していただくこと，そして，信頼度の

高い材料評価技法としてＸ線応力測定法を広く利用していただくことを目的としてＸ線応

力測定法標準を制定してきました．

すでに鉄鋼材料に関しては，1973年にフェライト系鉄鋼材料を対象としたＸ線応力測定

法標準を刊行し，1976年には側傾法の追補，1982年にはオーステナイト系材料に関する標

準と電算機によるディジタル化に関する標準の追加を含めた増補改訂，さらに，1997年に

は位置敏感型Ｘ線検出器による測定法標準の追加と全面的な内容の見直しを行ってきまし

た．Ｘ線材料強度部門委員会では，常に，新しく開発された測定原理や測定技術そして新

材料への対応を迅速に取り入れたＸ線応力測定標準に改訂して，近年の技術の発展に対応

できる標準をみなさまに提供するよう努力しています．

このように，鉄鋼材料に対するＸ線応力測定法標準が整備された結果，Ｘ線応力測定法

は広く現場で活用され，信頼度の高い材料評価法として普及しています．一方，1980年代

にセラミック材料が工業部品として使用されるようになり，当委員会でもセラミックスの

Ｘ線残留応力測定の気運が高まりました．多様なセラミックスが開発され，また，近年は

セラミックコーティングやセラミック複合材料へとセラミックスの特性を引き出す材料創

成がなされるようになり，Ｘ線によるセラミックス材料の評価は一段と高い重要性を帯び

ています．

セラミックス部品の信頼性確保において，脆性な性質を持っているセラミックスは鉄鋼材

料以上に表面の残留応力評価が大切になります．業界では次々と新しいセラミックスが開

発され，その特性の改善等が急激に進んでおり，その意味において信頼度の高いＸ線残留

応力測定法の確立が急務になってきました．そのような背景のもとに，当委員会では 1988

年にセラミックス小委員会を設置し，各種セラミック材料のＸ線応力測定法の開発研究を

行ってきました．そして，1994年にはセラミックス小委員会の田中啓介委員長および鈴木

賢治幹事による活動報告書「セラミックスおよびセラミック複合材料のＸ線応力測定」が

刊行され，この成果をもとにセラミックス材料のＸ線応力測定法標準制定の方向が打ち出

されました．その後，小委員会のメンバーによる持ち回り試験でアルミナおよび窒化ケイ

素の研削残留応力の測定とＸ線的弾性定数の測定が行われ，Ｘ線応力測定の有効性が最終
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的に確認されました．

これら１０年余にわたるセラミックス小委員会の研究の成果は，下記のセラミックスＸ

線応力測定法標準ワーキンググループのメンバーにより，本標準の草案としてまとめられ，

数回の委員会での審議と検討を重ねて今日の発刊に至りました．

セラミックスＸ線応力測定法標準ワーキンググループ

チーフ 田中 　啓介 名古屋大学
秋庭 　義明 名古屋大学
大谷 　真一 武蔵工業大学
坂井田喜久 ファインセラミックスセンター
佐々木敏彦 金沢大学
柴田 　正道 光洋精工（株）

グループリーダー 鈴木 　賢治 新潟大学
英 　　崇夫 徳島大学
前田喜久男 ＮＴＮ（株）
宮川 　　進 デンソー（株）

また，このワーキンググループのメンバーの他に，吉岡靖夫教授（武蔵工業大学）およ

び後藤徹教授（福井工業大学）には本標準制定の準備から発刊の作業の過程で甚大なご協

力をいただきました．また，（財）ファインセラミックスセンターからはアルミナおよび窒

化ケイ素の試験片を提供いただき，本標準の策定のための共同研究に資することができま

した．

本標準は鉄鋼材料の標準と同様に，まず測定法の一般的事項を述べています．続いて具

体的な対象材料として，セラミックスの中でも代表的なアルミナ材料および窒化ケイ素材

料についての標準的測定法が編纂されています．新しいセラミックス材料に対してはその

都度検討して追補していく予定ですが，基本的なところは本標準に記載されている方法に

準じることで可能と思われます．

この標準が，新しい機能材料としてのセラミックスが高い信頼度をもって実利用に供さ

れるために広く活用されることを切望します．

　　2000年 3月

社団法人 　日本材料学会

Ｘ線材料強度部門委員会

委員長 　英 　崇 夫 　　
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